
Ⅰ 

 アイ：④②  ウエオ：①⓪②  カ：⓪  キ：③  ク：⑤  ケコサシス：⑧⑤③①① 

 セソ：④②  タ：①  チツテ：⓪⑧③  トナ：⓪②  ニヌ：②⑥ 

Ⅱ 

 アイウ：⊖④⑤  エオ：②⑤  カキ：④③  クケ：②③ 

 コサ：②③  シス：④③  セ：②  ソタ：④③  チ：① 

Ⅲ 

 アイウ：⑥②⑧  エオ：①②  カキ：①②  クケ：①②  コサ：③②  シ：⑥  スセ：①① 

 ソ：⑥  タ：②  チ：⑥  ツ：⑤  テト：⊖②  ナ：①  ニ：⓪  ヌ：④  ネノ：①② 

  



 

～講評～ 

2024 年度も例年通り非常に時間制限が厳しいセットであった。今年も選択肢の文章や数式から正しいものを選ぶ

という形式の出題もなされた。全般を通して図形感覚を問われるセットであったが、この傾向も例年通りであろう。 

 

[I]途中の△ORSの最大化は、OM の関数として面積を評価すれば良い。後半は見慣れないベクトルを用いた不等

式評価に戸惑った受験生も多かったかもしれない。与えられた条件を落ち着いて適用すれば単なる計算であった。

このセットはほぼ完答したいところ。 

[II]は定番の数 III 微分積分の問題だったが、やや数値が汚く、計算に苦労した受験生もいたかもしれない。この

程度の計算量に対する耐性はつけておきたい。 

[III]は複素数平面の点列に関する問題であった。昨年度までより試験時間が伸びたとは言え、例年通りボリュー

ムのある大問{III]であった。特に後半は見慣れない設定であり、手を出しにくかったかもしれない。 

 

全体的には[I]をほぼ押さえ、[II]を 8 割方、[III]を半分程度、全体で 7 割程度に手を出せていらればまずまずでは

ないだろうか。以上を踏まえて、ボーダーは 6 割強としたい。 


